
律令制都城論と藤原京の成立
― 中央官僚群と律令制土器―
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当研究の動機と学問の方法

数学･論理学などの公理(研究者が事実と考えても良

いと合意できる命題)を歴史学というあいまいで不鮮明

な分野に援用して、古代史研究における｢公理｣とし
て論証に使用できないものか。

〔方法１〕 史料(エビデンス)がより豊富な八世紀の歴史像に基づき、
七世紀の歴史像を復元する。
〔方法２〕 律令制王都存立の絶対条件(「公理」)を抽出し、七世紀
の王都候補からその条件全てを備えた遺構を王都とみなす。



日本古代史学でも数学のような簡明で美しい定理や命題というもので仮説の評価･位置
づけなどを表現できないかと、わたしは考えてきた。このテーマを哲学や論理学に詳しい
茂山憲史氏(『古代に真実を求めて』編集部)にたずねたことがある。返答は次のようなもので
あった。

〝それはできないと思います。数学にはそれを表現できる｢美しい言語｣が
ありますが、歴史学は人や人の行動を対象とするため、どろどろとした用語
しかありませんので、数学のような定義はできません。〟

西村秀己氏からの｢個人的感想｣

数学が他の、歴史学や化学や物理学と違うのは論証の基礎となる素子が
自己完結であることです。分かり易く言うなら、数学のルールは数学が決め
ている、ということ。従って一度証明された事は決して覆る事は無い。

ところが数学以外の学問は自己完結ではないので、証明された(と思った)瞬
間から新しい素子(発見された事実)に晒される。これが、数学とそれ以外の学
問との違いかと。



七世紀、律令制王都の絶対５条件

≪条件１≫ 八千人の官僚が執務できる官衙の存在。
≪条件2≫ 官僚群と家族、商工業者、首都防衛の兵
士ら数万人が居住できる巨大都市の存在。
≪条件3≫ 数万人の人口を養う食糧・消費財の確保。
≪条件4≫ 食料や必要物資流通のための都を中心と
する官道(陸路・水路)の存在。
≪条件5≫ 都と官道を防衛するための関や羅城など
の防衛施設や地勢的有利性の存在。



これら五つの条件はそれぞれ独立するが、同時に互い
に｢系｣として連結されており、一つの条件が別の条件を不
可欠なものとして導き出すという論理的性格を有している。

従って、どれか一つが抜けても律令制都城の存立を妨
げるので、七世紀の九州王朝王都の当否の判断基準とし
て不可欠な存立条件となる。

これらの条件による判断は、曖昧な解釈や個人的主観
による仮説成立を拒絶する。その結論として、律令制によ
る全国統治が可能な七世紀後半の王都候補は、難波京
(前期難波宮)と藤原京(藤原宮)であることを導き出す。

この方法はセミナーの主旨(evidence-based)に合致する。



大宰府政庁Ⅱ期 前期難波宮 藤原宮

後期難波宮

飛鳥浄御原宮近江大津宮

平城宮Ⅰ 平城宮Ⅱ ⾧岡宮 平安宮

後飛鳥岡本宮

七～八世紀の王宮平面図



七世紀、王都・山城 「造営尺」の変化

○太宰府条坊 (90m四方。7世紀前半。通説では７世紀末) １尺約 30cm (小尺で300尺)。

○前期難波宮 (652年創建) 〔宮殿〕１尺 29.2cm 〔西北地区の方格区割〕１尺 29.2cm
〔条坊〕１尺 29.49cm

○鬼ノ城 (七世紀頃) 〔倉庫跡〕１尺 29.2cm 〔西門〕１尺 27.33cm

○大宰府政庁Ⅱ期、観世音寺 (670年頃。通説では八世紀初頭)
１尺 29.6～ 29.8cm (従来説) 政庁と観世音寺中心軸間の距離が594.74ｍ。これを2000尺として算出

(29.74cm)。

※中国南朝尺 24.5cmの1.2倍に相当する｢南朝大尺｣と称すべき 29.4cm尺を採用。(古賀説)
〔後殿〕南朝大尺(29.4cm)と条坊尺(30cm)を併用 〔正殿〕南朝大尺(29.4cm)
〔北門〕条坊尺(30cm) 〔中門〕条坊尺(30cm) 〔南門〕南朝大尺(29.4cm)と条坊尺(30cm)を併用

(古賀達也「九州王朝都城の造営尺」『古田史学会報』174号、2023年)
○藤原宮 (694年遷都)

１尺 29.5cm ものさしが出土。※条坊区画の一単位は265m。900尺であれば、1尺 29.44cmとなる。



井上信正氏作成

正殿

後殿

南門

中門

大宰府政庁

条坊区画

１尺約 30cm

〔正殿〕1尺29.4cm

〔後殿〕1尺29.4cmと条坊尺30cm併用

〔中門〕条坊尺30cm
〔南門〕1尺29.4cmと条坊尺30cm併用



狭山池狭山池は、大阪狭山市にある
日本最古のダム式ため池。

東樋に使用された木材の伐採
が616年（定居六年、推古24年）

と年輪年代測定で判定された。
堤体の盛り土が幾層にも積まれ、
その1部に植物層を含む層があ
ることが判明し、水城と同じ敷葉
工法（しきはこうほう/葉のついた枝を土留

めに使う工法）が用いられていること
がわかった。
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七世紀における須恵器坏の変遷 H→G→B
従来説で、坏Gは7世紀中頃、坏Bは同後葉
頃の発生とされてきた。

卓上に置いて使用
する食器坏Ｂの出
現と、机上で執務す
る律令制官僚群(文
書官僚)の発生時期

が対応するのは偶
然ではない。



牛頸窯跡群は太宰府の西側に位置し、九州王朝屈
指の土器生産センター。操業は六世紀中ごろに始ま
り、当初は２～３基程度の小規模な生産だが、六世紀
末から七世紀初めに窯の数は一気に急増し、七世紀
前半にかけて継続する。

これは、太宰府条坊都市造営の開始期と考えられ
る七世紀初頭(九州年号｢倭京元年｣618年)頃に土器生

産が急増したことを示しており、九州王朝の太宰府建
都を示す考古学的痕跡である。

七世紀中頃になると牛頸での土器生産は減少する。
前期難波宮造営に伴う工人(陶工)らの移動(番匠の発
生)の結果と考えられる。消費財である土器の生産･

供給の減少は人口の減少を意味し、これは太宰府の
官僚群が前期難波宮(難波京)へ移動したことの痕跡
であろう。

６５０年頃造営 ６7０年頃造営

須恵器坏Bが出現



大宰府政庁出土土器編年図

Ⅰ期 古段階整地層出土

Ⅰ期 新段階整地層出土

Ⅱ期 整地層出土



大宰府政庁Ⅰ期新段階整地層から
坏Ｂが出土する。 『大宰府政庁跡』 2002年

☛正木説ではⅠ期新段階の造営を
６５０年頃とする。

坏Ｂ

坏Ｂ

坏Ｂ



「大宰府成立再論」山村信榮
『大宰府の研究』 2018年

従来説では、大宰府政庁Ⅰ期の成立を坏Ｂ出土を根拠に、７世紀第４四半期とする。

坏Ｂ

坏Ｂ

大宰府政庁跡



前期難波宮内
裏北西部出土
水利施設の木
枠と石組水路

木枠(ヒノキ)の
年輪年代測定
により、伐採
年は634年と
判明した。



水利施設出土土器により前期難波宮造営が７世紀中頃(孝徳期)と確定した

第６層(水利施設内部堆積層)

坏Ｂを検出

☛７世紀中葉から８世紀初頭と編年
『難波宮址の研究 第11』 2000年



第７a層(蓋石を覆うための客土)
坏Hと坏Gを検出。坏Ｂはない。

☛７世紀中葉と編年

『難波宮址の研究 第11』 2000年



第７c層(水利施設造営に先立つ埋立て土)
坏Hと坏Gを検出。坏Ｂはない。

☛７世紀中葉と編年

『難波宮址の研究 第11』 2000年



第７b層(水利施設造営の整地層)
坏Hと坏Ｇを検出。坏Ｂはない。

☛７世紀中葉と編年

『難波宮址の研究 第11』 2000年



大宰府政庁と条坊
618年(倭京元年)遷都
650年頃に坏Ｂ出現

前期難波宮と難波京
652年創建

７世紀第3四半期に坏B出現
藤原京遷都は694年

7世紀第3四半期後半頃に坏B出現

七世紀の条坊都市
と坏Ｂの出現

☛前期難波宮整地層から
坏Bは出土しない



絶対５条件から見た九州王朝王都候補の評価

⑴官衙 ⑵都市 ⑶食料 ⑷官道 ⑸防衛

太宰府(倭京) △ 〇 〇 〇 ◎
難波京 ◎ ◎ 〇 〇水運 ◎
近江京 〇 × 〇 〇水運 〇
藤原京 ◎ ◎ 〇 〇 ◎
伊予「紫宸殿」 × × 〇 〇水運 ×



九州王朝(倭国)の東方浸出の概要とエビデンス

⑴「倭の五王」の時代(５世紀) 筑後(久留米市か)に王都を移す。 古田武彦「筑後川の一線」

⑵難波に東方浸出の拠点を置く。 上町台地に列島最大規模の倉庫群出土。
⑶端政元年(589) 阿毎多利思北孤(あまのたりしほこ)即位。『隋書』 『大善寺玉垂宮縁起』

⑷告貴元年(594) 全国に国府寺の建立を命じる。 『聖徳太子伝』『日本書紀』

⑸定居六年(616) 難波への食糧供給・増産のため、灌漑施設「狭山池」の造成開始。
⑹倭京元年(618) 太宰府遷都 『聖徳太子伝』他。条坊都市の拡充発展。牛頸窯の急増。
⑺倭京二年(619) 難波に天王寺を創建。 『二中歴』、出土創建瓦の編年(620年頃)。
⑻白雉元年(652) 前期難波宮(複都)創建、評制施行。 『日本書紀』、前期難波宮出土。
⑼白鳳元年(661) 近江大津宮へ遷都。 『海東諸国紀』 ※正木説によれば「九州王朝系」勢力。

⑽白鳳十年(670) 観世音寺創建。『二中歴』 この頃、大宰府政庁Ⅱ期造営。出土瓦編年
庚午年籍を全区規模で造籍。『日本書紀』

⑾朱鳥元年(686) 前期難波宮が焼亡し、朱鳥に改元。火災跡の出土、『日本書紀』

このころから藤原宮造営開始。 藤原宮出土「干支木簡」
⑿朱鳥九年(694) 12月に持統が藤原宮へ遷都。 『日本書紀』
⒀大化元年(695) 大化に改元。『二中歴』他。大宝元年(701)の王朝交代へと進む。



市 大樹『飛鳥藤原木簡の研究』
(塙書房、2010年)所収｢飛鳥藤原
出土の評制下荷札木簡｣による。

飛鳥宮・藤原宮
７世紀の統治領域

—荷札木簡の証言—



二つの
藤原京説

長谷田土壇説(喜田貞吉) 現在の定説 大宮土壇説

長谷田土壇

大宮土壇

喜田貞吉
明治4年～昭和14年



「新城の造営計画と藤原京の造営」 2017 年

☚五条大路南北側溝からの出土土器

飛鳥ⅢとⅣ古段階
670～680年頃

☚西二坊坊間路東西溝
からの出土土器

先行条坊から出
土する土器が飛
鳥Ⅳに限定され
るものではなく飛
鳥Ⅲに該当する
ものも一定量含
まれる。



飛鳥Ⅱ新段階～飛鳥Ⅲ
650～670年

☚五条条間路南北側溝(先行条坊)
からの出土土器

☚藤原宮造営以前の建物群からの出土土器

飛鳥Ⅲ～飛鳥Ⅳ
670～690年

「新城の造営計画と藤原京の造営」 2017 年



飛鳥Ⅲの新段階
（670～680年代）

藤原宮西方官衙地区、西南官衙地区，
東方官衙地区の下層出土土器

※藤原京条坊施工の開始時期

林部 均 「藤原京の条坊
施工年代再論」 2010 年



本薬師寺下層 出土土器

飛鳥Ⅳでも、より飛鳥Ⅲ
に近い古い様相

680～690年

林部 均 「藤原京の条坊施工
年代再論」 2010 年



大官大寺下層出土土器

飛鳥Ⅲ新段階
670年頃 林部 均 「藤原京の条坊施工

年代再論」 2010 年



藤原京四条西六坊
四条遺跡出土土器

☚条坊施工時に
埋めた整地層か
ら出土

☚ 条坊施工時に
埋めた溝から出土

飛鳥Ⅴ
700～710年

林部 均 「藤原京の条坊施工
年代再論」 2010 年



飛鳥池出土「天皇」木簡(複製) 同「大津皇(子)」木簡
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七世紀(評制下)の官職名が記された飛鳥宮(石神遺跡)･藤原宮地区出土木簡･土器

○｢大学官｣｢勢岐官｣｢道官｣ 石神遺跡 (天武期)
○｢嶋官｣｢干官｣ 苑池遺構 (天武･持統期)
○｢舎人官｣｢陶官｣ 藤原宮跡地大極殿院北方 (天武期)
○｢宮守官｣ 藤原宮跡西南官衙区 (持統･文武期)
○｢加之伎手官｣(墨書土器) 藤原宮跡東方官衙北地区 (持統･文武期)
○｢薗職｣ 藤原宮北辺地区 (持統･文武期)
○｢蔵職｣｢文職｣｢膳職｣ 藤原宮跡東方官衙北地区 (持統･文武期)
○｢塞職｣ 藤原宮跡北面中門地区 (持統･文武期)
○｢外薬｣ 藤原宮跡西面南門地区 (持統･文武期)
○｢造木画処｣ 藤原宮跡東面北門地区 (持統･文武期)
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大宝元年(701)王朝交代後の藤原宮(京)出土木簡に見える中央省庁

○｢宮内省移 価糸四□｣
｢大宝二年八月五日少□□ 中務省移[ ]□(勘ｶ)宣耳｣
木簡番号1482 藤原京左京七条一坊西南坪

○｢中務省□(移)ｶ｣
木簡番号1747 藤原京左京七条一坊西南坪

○｢中務省牒□(留ｶ)守省｣
木簡番号0 藤原宮跡内裏東官衙地区

○｢中務省移｣ ｢□○ ○□□(和銅ｶ)｣
木簡番号1093 藤原宮跡内裏北官衙地区

○｢中務省使部｣
木簡番号18 藤原宮跡北面中門地区

○｢中務省 管内蔵三人｣
木簡番号17 藤原宮跡北面中門地区

○｢粟田申民部省…○寮二処衛士｣ ｢検校定○十月廿九日｣
木簡番号1079 藤原宮跡東方官衙北地区
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ご清聴、ありがとうございました




